
所田辻デザイ」の

美形客船
文
・
山 田 廼 生 (日本海事史学会副会長)

和辻春樹博士 (随筆 「船』より)

く 主 要 目 》 客 船、摂陽商船所属、総トン数929トン、垂線間長565メ ー トル 幅95メ ートル、主機ディーゼル 1墓、最大出力l175馬 力 最高速力145
ノット、旅客定員 2等45人、 3等 1265人 。昭和13(1938)年 4月三菱神戸造船所で峻工。翌14(1939)年 11月大阪商船が寓収し、広東内
河運営組合に貸与。珠江水域に就航。昭和20(1945)年 3月 28日珠江水域で触霞し沈没

志ろがな丸 (筆者所蔵)
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名 船 発 掘 。日本

生
涯
の
大
半
を
異
郷
で
過
ご
す

摂
陽
商
船
の

「志
ろ
が
ね
丸
」
は
、
「佳
人
薄
命
」

の
典
型
の
よ
う
な
美
形
客
船
で
あ

つ
た
。

三
菱
神
戸
造
船
所
で
誕
生
し
、
予
定
の
大
阪
～
洲

本
航
路
に
就
航
し
た
の
は
昭
和
１３

（１
９
３
８
）
年
４

月
。
す
で
に
日
中
戦
争
が
始
ま

っ
て
い
た
。
翌
年
１１

月
、
親
会
社
の
大
阪
商
船
の
手
に
渡
り
、
広
東
内
河

運
営
組
合
に
貸
与
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
中
国
市
部
の

大
河

・
珠
江
の
下
流
域
で
働

い
た
。

広
東
内
河
運
営
組
合
は
、
広
束

（現

・
広
州
）
を

中
心
と
す
る
珠
江
流
域
の
貨
客
輸
送
を
目
的
に
、
昭

和
１４

（１
９
３
９
）
年
５
月
広
東
に
設
立
さ
れ
た
。

組
合
員
は
大
阪
商
船
、
日
本
郊
船
、
日
清
汽
船
な
ど

７
社
。
経
営
航
路
の
う
ち
香
港
～
広
州
湾
の
定
期
船

に

「白
銀
丸
」
の
名
が
あ
る
。
こ
れ
が

「志
ろ
が
ね

丸
」
で
あ
ろ
う

（束
亜
海
違

『支
那
の
航
運
ラ
。

敗
戦
直
後
の
昭
和
２０

（１
９
４
５
）
年
８
月
２８
日
、

こ
の
水
域
で
触
言
し
沈
没
し
た
。
沈
没
時
の
船
齢
は

７
年
。
短
い
生
涯
の
大
半
を
異
国
で
過
ご
し
、
最
後

は
珠
江
下
流
の
泥
中
に
没
し
た
。

淡
路
島
航
路
に
在

っ
た
の
は
、
わ
ず
か
１
年
７
か

月
。
だ
が
、
ョ
心
ろ
が
ね
丸
」
は
関
西
人
に
強
い
印
象

を
残
し
た
。
流
線
型
を
採
用
し
た
美
し
い
外
形
、
純

白
の
船
体
と
山
吹
色
の
煙
突
、
さ
ら
に
は
遊
覧
船
タ

イ
プ
の
旅
各
設
備
が
斬
新
だ

っ
た
か
ら
だ
。

こ
の
美
形
客
船
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
は
大
阪
商
船

の
造
船
技
師
　
和
辻
春
樹
工
学
博
士
で
あ
る
。
遊
覧

船
タ
イ
プ
の

「和
辻
デ
ザ
イ
ン
船
」
は
珍
し
い
が
、

大
正
期
に
１
隻
手
が
け
て
い
る
。
大
湖
汽
船
の
琵
琶

湖
遊
覧
船

「
み
ど
り
丸
」
（０８
年
７

・
８
月
号
の
本
連

載
で
紹
介
）
で
あ
る
。
太
湖
汽
船
か
ら
個
人
的
に
依

頼
さ
れ
た
仕
事
な
の
で
、
大
阪
商
船
の
了
解
を
得
て
、

日
曜
と
夜
の
私
的
時
間
に
設
計
し
た
と
い
う
。

前
頁
の
博
士
の
写
真
は
、
博
士
の
手
に
な
る
南
米

航
路
客
船

「あ
る
ぜ
ん
ち
な
丸
」
（１
万
２
７
５
５
総

ト
ン
）
の
１
等
ベ
ラ
ン
ダ
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
。
同

船
は

「志
ろ
が
ね
丸
」
が
誕
生
す
る
２
か
月
前
に
三

菱
長
崎
造
船
所
で
起
工
さ
れ
た
。
ち
な
み
に

「志
ろ

が
ね
丸
」
の
船
型
は
、
長
崎
造
船
所
の
船
型
試
験
場

の
検
査
結
果
に
も
と
づ
い
て
決
定
さ
れ
た
。

賊
弧
と
梁
矢
を
な
く
す

当
時
、
流
線
型
が
流
行

っ
て
い
た
。
汽
車
、
電
車
、

自
動
車
な
ど
に
も
採
用
さ
れ
て
い
た
。

博
士
は
随
筆

『船
』
の
な
か
で
、
「
流
線
型
」
と
題

し
、
「昭
和
九
年
こ
の
か
た

一
、
二
年
と
い
う
も
の
は

我
国
は
正
に
流
線
型
時
代
で
あ

っ
た
と
申
し
て
も
よ

ろ
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
右
頁
の
翌
心
ろ
が
ね
丸
」

の
写
真
を
見
れ
ば
、
ほ
ど
よ
い
流
線
型
の
採
用
と
出

線
の
多
用
が
、
こ
の
船
の
外
形
を
軽
快
か
つ
優
美
に

し
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
く
。

も
う
ひ
と

つ
、
流
線
型
効
果
を
強
め
て
い
る
工
夫

が
あ
る
。
船
に
付
き
も
の
の
舷
孤

（シ
ア
）
が
な
い

こ
と
だ
。
側
面
か
ら
見
る
と
、
甲
板
に
は
船
首
尾
の

上
反
り
が
な
く

一
直
線
で
あ
る
。

一
部

（船
首
楼
甲
板
、
端
艇
甲
板
）
を
除
き
、
甲
板

に
は
梁
矢

（キ
ャ
ン
バ
）
も
な
い
。
平
面
的
な
甲
板

に
す
れ
ば
、
旅
客
が
歩
き
や
す
い
う
え
、
客
室
の
造

作
も
し
や
す
い
。
舷
弧
と
梁
矢
の
廃
止
は
、
「和
辻
デ

ザ
イ
ン
」
の
特
長
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
博
士
は
昭
和

９

（１
９
３
４
）
年
竣
工
の
台
湾
航
路
定
期
船

「高

千
穂
丸
」
（８
１
５
４
総
ト
ン
）
を
設
計
し
た
と
き
、

船
体
中
央
部
の
舷
弧
を
な
く
し
て
水
平
に
し
、
梁
矢

も
廃
止
し
た
。
船
客
に
好
評
だ

っ
た
。

「志
ろ
が
ね
九
」
は
内
装
も
画
期
的
だ

っ
た
。
操
舵

室
の
下

（遊
本
甲
板
）
に
広
い
展
望
室

（椅
子
席
）

を
配
置
し
た
。
室
内
の
前
方
正
面
に
は
ス
テ
ー
ジ
を

設
け
、
映
画
や
娯
楽
行
事
で
客
を
楽
し
ま
せ
た
。

食
堂
も
あ

っ
た
。
位
置
は
第
二
甲
板
の
後
部
。
前

頁
の
写
真
で
い
う
と
、
展
望
室
の
２
デ
ッ
キ
下
の
後

部
、
丸
窓
が
並
ん
で
い
る
あ
た
り
で
あ
る
。
９０
人
が

食
事
で
き
た
。
採
光
が
不
足
す
る
位
置
に
あ

つ
た
の

で
、
十
分
な
照
明
装
置
が
施
さ
れ
た
。

食
堂
に
は
、
上
の
デ
ッ
キ

（第

一
甲
板
）
か
ら
中

央
階
段
を
下
り
て
入

っ
た
。
階
段
を
下
り
た
脇

（左

舷
）
に
は
バ
ー

・
カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
け
た
。

航
程
の
短
い
淡
路
島
航
路
就
航
を
想
定
し
て
い
た

の
で
、
個
室
式
の
客
室
は
特
等
客
室

（旅
客
定
員
上

は
２
等
）
６
室
だ
け
に
し
た
。
位
置
は
遊
歩
甲
板
の

中
央
部
、
す
な
わ
ち
展
望
室
の
後
方
で
あ
る

戦
時
下
、
ヨ
心
ろ
が
ね
丸
」
が
珠
江
下
流
域
に
在

っ

た
と
き
、
こ
う
し
た
旅
客
設
備
は
満
足
に
機
能
し
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
不
運
な
船
で
あ

つ
た
。
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